
石川県立美術館だより
第343号	 平成24年5月1日発行

幻のコレクション

中国陶磁名品展 ―イセコレクションの至宝―

第43回日展金沢展
会期：5月19日（土）～6月10日（日）会期中無休

■	唐物への憧れ

■	前田家の調度―唐物を中心に―

■	漆の美―加賀蒔絵を中心に―

■	没後50年　吉田三郎展
	 会期：4月22日（日）～5月13日（日）会期中無休

■	百万石大名の装い―甲冑・陣羽織―
	 	 会期：5月17日（木）～6月10日（日）会期中無休

青花龍文高足杯　元時代14世紀
（中国陶磁名品展より）

大樋年朗　飴釉金龍壺「足跡・MY WAY」
（第43回日展金沢展より）
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八
千
年
に
わ
た
る
と
言
わ
れ
る
中
国
陶
磁
の
歴
史
の
中
で
は
、
民
族
の
融
合
や
統
治
機
構
の
変

革
が
度
々
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
中
国
陶
磁
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
複
合
的
な

文
化
背
景
が
幾
層
に
も
折
り
重
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
改
め
て
こ
れ
ま
で
の
中
国
陶
磁
の
展
覧
会
を
振
り
返
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
人

の
美
意
識
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
作
品
を
展
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
従
っ
て
今
回
の
展
覧
会
は
、
中
国
陶
磁
の
展
示
を
通
し
て
日
本
人
の
美
意
識
を
再
認
識

す
る
非
常
に
興
味
深
い
機
会
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
五
月
十
二
日
の

土
曜
講
座
で
詳
し
く
お
話
し
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

前
号
の
「
美
術
館
だ
よ
り
」
で
本
展
に
展
示
さ
れ

る
作
品
の
ご
く
一
部
を
カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
予
想
以
上
の
大
き
な
反
響
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
の
ほ
と
ん

ど
が
、「
ま
さ
に
幻
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
だ
」
と
い
う

も
の
で
、
本
展
に
対
す
る
期
待
が
早
く
も
盛
り
上

が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
本
展
は
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
期
間
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

展
覧
会
の
鑑
賞
を
兼
ね
て
、
こ
の
機
会
に
石
川
県
を

じ
っ
く
り
鑑
賞
し
た
い
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
大
勢
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
石
川
県
に
は
魅
力
的
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く
あ
り
ま
す
か
ら
、
思
い
出
に
残

る
ご
旅
行
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

出
品
リ
ス
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、
展
覧
会
が
始
ま

り
ま
し
た
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。
今
回

は
、
出
品
点
数
一
二
一
点
の
大
ま
か
な
年
代
構
成
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
ず
紀
元
前
の
作
品
と
し
て
新

石
器
時
代
（
紀
元
前
四
五
〇
〇
年
）
か
ら
前
漢
時

代
（
紀
元
前
三
世
紀
～
一
世
紀
）
ま
で
の
も
の
が
九

点
。
続
い
て
紀
元
後
、
後
漢
（
一
～
三
世
紀
）
か
ら

唐
時
代
（
七
～
八
世
紀
）
の
も
の
が
十
四
点
。
北
宋

（
十
一
～
十
二
世
紀
）
か
ら
元
時
代
（
十
四
世
紀
）

ま
で
の
も
の
が
二
十
三
点
。
中
心
と
な
る
明
時
代

（
十
五
～
十
七
世
紀
）
の
も
の
が
四
七
点
。
清
時
代

の
も
の
が
二
十
七
点
そ
し
て
参
考
出
品
と
し
て
明
時

代
の
「
堆
朱
箪
笥
」
一
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
い
ず

れ
も
、
時
代
を
代
表
す
る
水
準
の
作
品
で
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

■
観
覧
料　
（　

）
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

一　
　
　

般

一
、〇
〇
〇
円
（
八
〇
〇
円
）

大　

学　

生

六
〇
〇
円
（
五
〇
〇
円
）

高
・
中
・
小
生

三
〇
〇
円
（
二
〇
〇
円
）

　

四
月
二
十
三
日
（
月
）
は
記
念
式
典
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
正
午
～
午
後
四
時
ま
で
一
般
の
方
の
観
覧

を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

1F企画展示室

学芸員の眼

幻のコレクション

中国陶磁名品展
―イセコレクションの至宝―
主催／石川県立美術館、イセ文化財団
後援／北國新聞社、朝日新聞社、中華人民共和国駐日本国大使館

4月22日（日）～5月13日（日）　会期中無休

黄地青花桃樹文盤
清・乾隆在銘（1736－95）

三彩壺　唐7～8世紀白陶鬹　新石器時代
B.C.4500－B.C.2500
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前
田
家
に
伝
来
し
た
調
度
品
の
な
か
か
ら
、
漆
芸

品
や
陶
磁
器
類
を
主
に
、
大
名
家
の
格
式
を
示
す
唐

物
を
中
心
と
し
た
作
品
三
十
七
点
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
日
本
美
術
の
ル
ー
ツ
と
も
い
え
る
唐
物
の
美
の

世
界
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
次
に
展
示
品
を
紹
介
し

ま
す
。

　青
磁
二
重
鉢

　

こ
の
器
は
食
物
保
温
器
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に

二
重
の
形
体
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
箱
書
に
は
、
下

の
器
は
石
菖
鉢
に
も
用
い
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
磁
は
青
い
釉
薬
の
か
か
っ
た
高
火
度
焼
成
の
や
き

も
の
で
、
釉
薬
は
雑
木
の
灰
を
成
分
と
し
、
そ
こ
に

含
ま
れ
る
わ
ず
か
の
鉄
分
が
還
元
し
て
青
磁
と
い
わ

れ
る
魅
力
的
な
「
青
い
色
」
を
呈
し
ま
す
。
焼
成
温

度
の
微
妙
な
変
化
で
、
青
磁
の
色
は
、
水
色
か
ら
黄

緑
色
ま
で
そ
の
色
は
大
変
幅
広
い
も
の
で
す
。

　花
鳥
図

　
　王
若
水
筆

　

三
幅
対
の
中
幅
に
松
竹
梅
と
番つ

が
い
の
丹
頂
鶴
を
描

き
、
左
右
幅
に
は
そ
れ
ぞ
れ
春
秋
の
季
節
を
表
す
牡

丹
に
禽
鳥
、
菊
に
禽
鳥
が
、
確
か
な
筆
致
と
鮮
や
か

な
彩
色
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
花
鳥
画
が
意
味
す
る

不
老
長
寿
や
夫
婦
和
合
、
子
孫
繁
栄
を
象
徴
的
に
表

現
し
た
吉
祥
図
と
し
て
、
大
名
家
の
書
院
飾
り
に
ふ

さ
わ
し
い
大
幅
で
す
。
作
者
は
中
国
元
時
代
の
画
家

で
、
花
鳥
画
を
得
意
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
明
時
代
の
絵
画
、
陶
芸
、
漆

芸
作
品
が
大
き
な
割
合
を
占
め
ま
す
。
日
本
に
明
時

代
の
文
物
が
数
多
く
伝
来
し
て
い
る
の
は
、
ま
ず
室

町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
盛
ん
な
交
易
に

よ
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

続
く
清
時
代
と
の
対
比
か
ら
、
明
時
代
の
美
術
工
芸

品
に
対
す
る
強
い
憧
れ
も
、
明
治
か
ら
昭
和
の
時
代

に
か
け
て
の
日
本
の
収
集
家
に
は
あ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

今
回
展
示
さ
れ
る
作
品
の
中
で
特
に
注
目
し
た
い

も
の
と
し
て
、
ま
ず
絵
画
で
は
石
川
県
指
定
文
化
財

の
「
明
画
十
六
羅
漢
図
」（
總
持
寺
祖
院
蔵
）
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
日
本
で
描
か
れ
る
羅
漢
図
の
一
つ
の

原
型
と
も
い
え
る
李
龍
眠
様
式
に
よ
る
も
の
で
、
今

回
は
十
六
幅
の
う
ち
二
幅
の
み
の
公
開
と
な
り
ま

す
。
続
い
て
漆
芸
で
は
同
じ
く
石
川
県
指
定
文
化
財

の
「
梅
竹
双
鳥
図
存
星
盆
」（
個
人
蔵
）
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
重
要
文
化

財
「
古
九
谷　

色
絵
叭
々
鳥
図
平
鉢
」
の
意
匠
と
の

関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
作
品
で
、
平
成
二
十
二
年

度
の
特
別
展
「
加
越
能
の
美
術
」
で
は
両
者
を
並
べ

た
展
示
が
全
国
的
に
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
こ
と
も

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

前田育徳会尊經閣文庫分館

前田家の調度
―唐物を中心に―

4月22日（日）～5月13日（日）　会期中無休

第2展示室

唐物への憧れ
4月22日（日）～5月13日（日）　会期中無休

県文　梅竹双鳥図存星盆
明15～16世紀　個人蔵 青磁二重鉢
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没
後
五
十
年
を
迎
え
ま
す
彫
刻
家
吉
田
三
郎
（
明
治

二
十
二
年
～
昭
和
三
十
七
年
・
一
八
八
九
～
一
九
六
二
）

の
回
顧
展
の
ご
案
内
・
そ
の
二
で
、
本
号
で
は
作
者
の
制

作
に
あ
た
っ
て
の
眼
差
し
の
変
化
を
眺
め
ま
す
。

　

吉
田
三
郎
の
展
覧
会
作
品
は
生
涯
に
亘
っ
て
筋
骨
逞
し

い
男
性
像
、
特
に
中
高
年
像
が
多
く
見
え
、
作
品
で
は
確

か
な
技
巧
に
目
が
奪
わ
れ
が
ち
に
な
り
な
が
ら
も
、
ブ
レ

の
な
い
人
体
彫
刻
の
中
心
と
な
る
量
塊
の
把
握
と
そ
の
上

に
纏
っ
た
筋
肉
組
成
の
調
和
が
発
揮
し
た
存
在
感
の
強
い

作
品
群
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

作
家
の
前
半
期
に
み
る
甘
さ
を
払
拭
し
労
働
と
人
生
の

痕
跡
を
人
体
を
通
し
て
表
し
た
作
品
群
は
、
同
じ
く
労
働

者
像
を
制
作
テ
ー
マ
に
し
た
ベ
ル
ギ
ー
の
彫
刻
家
ム
ー
ニ

エ
の
作
品
に
比
較
さ
れ
ま
す
が
、
や
が
て
中
年
以
降
、
量

塊
の
充
実
と
と
も
に
フ
ォ
ル
ム
を
意
識
し
た
作
品
作
り
を

テ
ー
マ
に
加
え
群
像
制
作
に
も
取
り
掛
か
り
ま
す
。
代
表

作
「
山
羊
を
飼
う
老
人
」
に
見
る
よ
う
に
幾
何
学
的
な
構

成
の
中
で
の
連
動
的
な
視
線
の
動
き
が
奏
効
し
、
全
体
の

中
で
効
果
的
な
各
部
分
の
位
置
付
け
を
図
る
制
作
ス
タ
イ

ル
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
後
年
に
な
っ
て
単
独
の
男
性

像
制
作
が
中
心
と
な
る
作
家
は
、「
波
」
に
見
る
よ
う
に

空
間
を
意
識
し
た
制
作
に
発
展
し
、
人
体
彫
刻
の
延
長
で

あ
り
な
が
ら
も
細
部
を
省
略
し
斬
新
な
フ
ォ
ル
ム
に
ま
と

め
量
塊
を
空
間
上
に
効
果
的
に
配
置
す
る
ス
タ
イ
ル
に
発

展
し
て
い
き
ま
し
た
。
吉
田
三
郎
の
眼
差
し
は
生
涯
、
発

展
を
続
け
写
実
彫
刻
の
可
能
性
を
拓
げ
た
歩
み
で
あ
っ
た

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

第3展示室

没後50年
吉田三郎展
4月22日（日）～5月13日（日）　会期中無休

コレクション展示室

主な展示作品
４月22日（日）～５月13日（日）　会期中無休

吉田三郎　山羊を飼う老人　昭和18年

彫刻

油彩画
近現代工芸

日本画

「前田家の調度
 ―唐物を中心に―」

「唐物への憧れ」

古美術

国宝 色絵雉香炉
重文 色絵雌雉香炉
 ともに野々村仁清

古美術

特集「没後50年吉田三郎展」

鴨居　玲　蜘蛛の糸

木村雨山　遊童図

大豊世紀　猿

西　敏彦　かえりみち
古澤洋子　刻の堆積

中野孝一　蒔絵やぶてまり箱
初代池田作美　紫檀硯匣

高光一也 キクラデスの部屋
藤森兼明 アドレーション・
 ミトロポリス



BIJUTSUKAN DAYOR I  No .3435

主催／北國新聞社、社団法人日展、日展石川会
後援／石川県、石川県教育委員会、金沢市、金沢市教育委員会、財団法人石川県芸術文化協会、

財団法人石川県美術文化協会、NHK金沢放送局、北陸放送、テレビ金沢、エフエム石川、
ラジオかなざわ、ラジオこまつ、ラジオななお、金沢ケーブルテレビネット

第43回	日展金沢展
5月19日（土）～6月10日（日）　会期中無休

　

日
展
は
長
い
伝
統
を
持
ち
、
所
属
作
家
層
の
厚
さ
と
優
れ

た
作
品
で
知
ら
れ
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
美
術
・

書
の
各
分
野
を
網
羅
し
、
わ
が
国
最
大
・
最
高
水
準
の
総
合

美
術
展
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

日
展
は
明
治
四
十
年
の
文
部
省
第
一
回
美
術
展
と
し
て
発

足
以
来
、
そ
の
時
々
の
改
革
を
重
ね
な
が
ら
、
常
に
わ
が
国

美
術
界
の
中
核
と
し
て
日
本
美
術
文
化
に
貢
献
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
、
昭
和
四
十
四
年
の
改
組
か
ら
数
え
て
四
十
三

回
目
の
展
覧
会
と
な
り
ま
す
。

　

東
京
の
本
展
出
品
作
の
中
か
ら
、
文
化
勲
章
受
章
者
、
文

化
功
労
者
、
日
本
芸
術
院
会
員
、
日
展
理
事
、
評
議
員
、
会

員
な
ど
の
秀
作
と
、
文
部
科
学
大
臣
賞
、
内
閣
総
理
大
臣

賞
、
日
展
会
員
賞
（
石
川
県
関
係
で
は
日
本
画
で
中
町　

力
）、
特
選
（
石
川
県
関
係
で
は
日
本
画
で
松
永　

敏
、
彫

刻
で
東　

誠
、
工
芸
美
術
で
高
名
光
夫
、
山
元
健
司
）
な
ど

の
受
賞
作
品
を
基
本
作
品
と
し
、
こ
れ
に
石
川
県
内
在
住
、

出
身
作
家
の
作
品
を
合
わ
せ
、
約
四
百
点
を
展
示
し
ま
す
。

◇
主
な
出
品
作
家
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

　
〈
日
本
画
〉

　

岩
倉　

寿
、
川
崎
春
彦
、
鈴
木
竹
柏
、
滝
川
眞
人

　

土
屋
禮
一
、百
々
俊
雅
、
中
路
融
人
、
福
田
千
惠

　
〈
洋
画
〉

　

円
地
信
二
、
庄
司
栄
吉
、
寺
坂
公
雄
、
中
山
忠
彦

　

塗
師
祥
一
郎
、
平
松　

譲
、
藤
森
兼
明
、
村
田
省
蔵

　
〈
彫
刻
〉

　

雨
宮
敬
子
、
石
田
康
夫
、
川
崎
普
照
、
得
能
節
朗

　

中
村
晋
也
、
野
畠
耕
之
介
、
橋
本
堅
太
郎
、
山
本
眞
輔

　
〈
工
芸
美
術
〉

　

伊
藤
裕
司
、
今
井
政
之
、
大
樋
長
左
衛
門
、
奥
田
小
由
女

　

武
腰
敏
昭
、
中
井
貞
次
、
三
谷
吾
一
、
森
野
泰
明

　
〈
書
〉

　

池
田
桂
鳳
、
今
井
凌
雪
、
榎
倉
香
邨
、
尾
崎
邑
鵬

　

杉
岡
華
邨
、
高
木
聖
鳳
、
日
比
野
光
鳳
、
古
谷
蒼
韻

◆
作
品
解
説
日
程

月日
曜日

10:30
～
12:00

13:00
～
14:30

14:30
～
16:00

5/21
月
日本画
平
木　

孝
志

柳
橋　

広
司
洋画
西
田　

伸
一

児
島
新
太
郎
彫刻
村
井　

良
樹

石
田　

陽
介

5/23

水
工芸
武
腰　

一
憲

山
元　

健
司
書
高
廣　

幸
悠
日本画
古
澤　

洋
子

松
永　
　

敏

5/25

金
洋画
政
木　

良
一

荒
木　

幸
子
彫刻
谷
村　

俊
英

山
瀬　

晋
吾
工芸
大
樋
長
左
衛
門

石
田
巳
代
治

5/28
月
工芸
武
腰　

敏
昭

木
谷　

陽
子
日本画
瀧
川　

眞
人

西
出　

茂
弘
洋画
曽
我　
　

章

早
崎　

和
代

5/30
水
彫刻
石
田　

陽
介

江
藤　
　

望
工芸
小
西　

啓
介

山
岸　

大
成
日本画
戸
田　

博
子

原　
　

千
紗
6

６/１

金
洋画
江
守
マ
リ
子

長
谷
川　

清
彫刻
山
瀬　

晋
吾

野
畠
耕
之
介
工芸
大
樋　

年
雄

鶴
見　

保
次

6/４

月
書
三
藤　

観
映
日本画
仁
志
出
龍
司

佐
藤　

俊
介
洋画
西
房　

浩
二

阿
戸　

猛
子

6/６

水
彫刻
江
藤　
　

望

村
井　

良
樹
工芸
高
名　

光
夫

中
村　

基
克
洋画
太
佐
寿
一
郎

佐
々
波
啓
子

6/８

金
日本画
中
町　
　

力

金
子　

絵
理
彫刻
野
畠
耕
之
介

谷
村　

俊
英
工芸
干
田　
　

浩

角　
　

康
二

◆
観
覧
料

当

　日

前
売
り

団

　体

一

　般

一
、〇
〇
〇
円

九
〇
〇
円

八
〇
〇
円

中
高
生

七
〇
〇
円

六
〇
〇
円

五
〇
〇
円

小
学
生

四
〇
〇
円

三
〇
〇
円

三
〇
〇
円

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金

【
展
覧
会
事
務
局
】

〒
九
二
〇
―
八
五
八
八　

金
沢
市
南
町
二
番
一
号

北
國
新
聞
社
事
業
局
内

第
四
十
三
回
日
展
金
沢
展
事
務
局

電
話
〇
七
六
―
二
六
〇
―
三
五
八
一

三谷吾一　月明かり武腰敏昭　無鉛黄金赤釉「王鳥」松永　敏　登校指導（特選）東　誠　　風（特選）

村田省蔵　芽吹き
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「
金
沢
百
万
石
ま
つ
り
」
は
、
加
賀
藩
祖
・
前

田
利
家
が
賤
ヶ
岳
の
戦
い
の
後
、
天
正
十
一
年
四

月
二
十
八
日
（
新
暦
六
月
十
四
日
）
に
尾
山
城

（
金
沢
城
）
に
入
城
し
、
金
沢
の
礎
を
築
い
た
偉

業
を
し
の
ん
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
前
田
育
徳
会
が
所
蔵
す
る

藩
主
代
々
の
甲
冑
や
陣
羽
織
を
公
開
す
る
恒
例
の

展
覧
会
で
す
。

　

前
田
育
徳
会
に
は
、
江
戸
後
期
に
記
さ
れ
た

「
加
賀
藩
主
甲
冑
幷
藩
軍
装
図
録
」（
五
帖
）
が
所

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
歴
代
藩
主
の
甲
冑

や
陣
羽
織
を
は
じ
め
、
藩
や
藩
臣
の
旗
・
馬
印
な

ど
の
絵
図
が
注
記
と
と
も
に
収
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
初
代
藩
主
利
家
か
ら
四
代
光
高
ま
で

の
「
軍
装
図
録
」
を
公
開
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
、
五
代
綱
紀
か
ら
八
代
重
熈
ま
で
の
「
軍
装
図

録
」
を
公
開
し
ま
す
。

　

な
か
で
も
五
代
綱
紀
の
「
軍
装
図
録
」
は
単
独

で
一
帖
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
綱
紀
が
命
名

し
た
「
百
工
比
照
」（
工
芸
の
諸
分
野
の
製
品
や

技
法
を
比
較
対
照
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
工
芸

の
標
本
を
集
大
成
し
た
も
の
）
に
も
、
他
の
大
名

家
の
陣
羽
織
の
絵
図
が
収
集
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

大
名
と
し
て
の
格
式
や
威
厳
を
、
視
覚
的
に
表
現

さ
れ
た
装
い
か
ら
綱
紀
の
想
い
や
美
意
識
を
概
観

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
六
代
吉

徳
か
ら
十
一
代
治
脩
ま
で
の
甲
冑
と
陣
羽
織
に
、

鐙
を
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

　

陶
磁
器
が
チ
ャ
イ
ナ
と
呼
ば
れ
る
の
に
対
し
て

漆
器
は
ジ
ャ
パ
ン
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
漆
器
は

す
で
に
縄
文
時
代
か
ら
日
本
の
文
化
と
密
接
に
結

び
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
日
本
の
気

候
風
土
が
漆
の
生
育
や
樹
液
の
加
工
に
好
適
だ
っ

た
こ
と
と
、
豊
富
な
木
材
が
容
易
に
入
手
で
き
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
特
集
は
「
加
賀

蒔
絵
」
の
視
点
を
軸
に
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時

代
ま
で
の
優
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

加
賀
蒔
絵
は
、
加
賀
の
地
で
制
作
さ
れ
た
蒔
絵

で
、
室
町
時
代
に
は
す
で
に
高
い
水
準
に
あ
っ
た

こ
と
が
、
現
存
す
る
作
品
か
ら
確
認
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
江
戸
時
代
に
は
い
る
と
、
加
賀
藩
主
前
田

家
の
文
化
政
策
に
よ
り
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。

特
に
三
代
藩
主
前
田
利
常
か
ら
五
代
藩
主
前
田
綱

紀
に
か
け
て
の
時
代
は
、
名
工
の
招
聘
と
材
質
・

技
法
の
追
求
に
よ
り
、
全
国
に
誇
る
芸
術
性
の
高

い
作
品
が
数
多
く
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
江
戸
時
代
十
七
世
紀
の
加

賀
蒔
絵
を
代
表
す
る
名
工
で
あ
る
清
水
九
兵
衛
と

五
十
嵐
道
甫
を
は
じ
め
、
そ
の
後
継
者
た
ち
の

「
美
の
饗
宴
」
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

前田育徳会尊經閣文庫分館

百万石大名の装い
―甲冑・陣羽織―
5月17日（木）～6月10日（日）	 会期中無休
6月14日（木）～7月16日（月・祝）	 会期中無休

第2展示室

漆の美
―加賀蒔絵を中心に―

5月17日（木）～6月10日（日）　会期中無休

鱗形に松皮菱文陣羽織
五代前田綱紀所用

蒔絵十二支図硯箱
五十嵐不尽作　江戸17世紀
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期

　
　日
／�

平
成
二
十
四
年

　
　
　
　
　

五
月
二
十
七
日
（
日
）

集
合
時
間
／
午
前
七
時
五
〇
分

集
合
場
所
／
金
沢
駅
西
口

会

　
　員　

六
、四
〇
〇
円

会
員
外　

六
、六
〇
〇
円

募
集
定
員　

四
十
四
名

【
見
学
地
】

瑞
泉
寺
／
南
砺
市
井
波

　

寺
宝
の
特
別
拝
観
あ
り

光
徳
寺
／
南
砺
市
法
林
寺

　

棟
方
志
功
ゆ
か
り
の
寺

福
光
美
術
館
／
南
砺
市
法
林
寺

　

特
別
展
「
棟
方
志
功
展
」

棟
方
志
功
記
念
館
愛
染
苑
／
南
砺
市
栄

町
　

�

棟
方
志
功
が
福
光
で
疎
開
生
活
を
し

て
い
た
間
に
制
作
し
た
作
品
を
中
心

に
展
示

砺
波
市
美
術
館
／
砺
波
市
高
道

　

�

特
別
展
「
梅
原
龍
三
郎
展
」

【
申
込
み
方
法
】

◇�

往
復
は
が
き
に
左
記
の
事
項
を
記
入

し
、
ご
応
募
下
さ
い
。
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

①�

往
信
は
が
き
の
裏
面
に
「
美
術
館
バ

ス
ツ
ア
ー
希
望
」
と
明
記
し
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
会

員
番
号
（
友
の
会
会
員
の
み
）
を
お

書
き
下
さ
い
。

②�

返
信
は
が
き
の
表
面
に
は
返
信
先
を

は
っ
き
り
と
お
書
き
下
さ
い
。

③�

返
信
は
が
き
の
裏
面
に
は
何
も
書
か

な
い
で
下
さ
い
。

◇
応
募
先

　

〒
九
二
〇
―
〇
九
六
三

　

金
沢
市
出
羽
町
二
―
一

　

石
川
県
立
美
術
館
バ
ス
ツ
ア
ー
係

　

応
募
締
切
り
／�

五
月
八
日（
火
）必
着

　

※�

応
募
者
一
名
に
つ
き
、
往
復
は
が

き
一
通
で
ご
応
募
下
さ
い
。
一
人

で
何
通
も
出
さ
れ
た
も
の
や
、
連

名
の
も
の
、
記
載
事
項
が
不
備
な

も
の
な
ど
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

　

当
館
学
芸
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
設
け
て
行
う
土
曜
講
座
。
本
年
度
も
五

月
十
二
日
を
皮
切
り
に
計
二
十
四
回
の
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
七
月

ま
で
の
前
期
分
を
紹
介
し
ま
す
。

回

月
日

内
容
（
予
定
）

担
当
学
芸
員

第
1
回

5
月
12
日

中
国
陶
磁
と
日
本
の
美
意
識

村
瀬　

博
春

第
2
回

5
月
26
日

ワ
グ
ネ
ル
博
士
ク
ロ
ニ
ク
ル

　

～
美
術
・
文
化
を
中
心
に
～

北
澤　
　

寛

第
3
回

6
月
16
日

長
谷
川
信
春
か
ら
長
谷
川
等
伯
へ

村
瀬　

博
春

第
4
回

6
月
23
日

前
田
家
の
美
意
識　

―
大
名
の
装
い
―

高
嶋　

清
栄

第
5
回

6
月
30
日

染
め
る
絵
画

　

成
竹
登
茂
男
と
堀
友
三
郎

寺
川　

和
子

第
6
回

7
月
7
日

石
川
県
の
陶
芸

南　
　

俊
英

第
7
回

7
月
14
日

須
田
国
太
郎
と
石
川

二
木
伸
一
郎

第
8
回

7
月
21
日

平
安
の
美　

截
金

　

人
間
国
宝　

西
出
大
三
の
求
め
た
も
の
寺
川　

和
子

■
土
曜
講
座

　午
後
1
時
30
分
～

　美
術
館
講
義
室

　聴
講
無
料

5
月
12
日（
土
）
「
中
国
陶
磁
と
日
本
の
美
意
識
」

村
瀬
博
春　

担
当
課
長

5
月
26
日（
土
）
「
ワ
グ
ネ
ル
博
士
ク
ロ
ニ
ク
ル

～
美
術
・
文
化
を
中
心
に
～
」
北
澤　

寛　

学
芸
専
門
員

■
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　企
画
展
「
中
国
陶
磁
名
品
展
」
会
期
中
の
毎
週
日
曜
日

4
月
22
日
、
29
日
、
5
月
6
日
は
午
前
11
時
よ
り
、
5
月
13
日
は
午
後
2
時
よ
り

開
催
し
ま
す
。

■
ビ
デ
オ
鑑
賞
会

　午
後
1
時
30
分
～

　美
術
館
ホ
ー
ル

　入
場
無
料

4
月
29
日（
日
）
幻
の
天
目
茶
碗　

建
窯
（
31
分
）

白
の
美
・
多
彩
の
美　

徳
化
窯
・
鈞
窯
（
32
分
）

5
月
6
日（
日
）
お
お
ら
か
な
ぬ
く
も
り　

磁
州
窯
・
じ
博
窯
（
32
分
）

用
の
美
を
極
め
る　

宜
興
窯
（
31
分
）

5
月
20
日（
日
）
限
り
な
き
挑
戦　

ピ
カ
ソ
／
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ（
30
分
）

生
命
の
賛
歌　

ル
ノ
ワ
ー
ル
／
棟
方
志
功
（
30
分
）

5
月
27
日（
日
）
人
間
像
に
迫
る　

ロ
ダ
ン
／
シ
ー
ガ
ル
（
30
分
）

「
在
る
こ
と
」へ
の
問
い
か
け　

セ
ザ
ン
ヌ
／
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ（
30
分
）

第10回美術館バスツアー
南砺・砺波の文化財・美術館を訪ねて

行事予定

平
成
二
十
四
年
度
の
土
曜
講
座
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石川県立美術館だより
第343号〈毎月発行〉

2012年5月1日発行
〒920-0963
金沢市出羽町2番1号
Tel:076（231）7580
Fax:076（224）9550
URL http://www.ishibi.pref.ishikawa.jp/

ご利用案内
コレクション展観覧料
　一　般　350円（280円）

　大学生　280円（220円）

　高校生以下　無料
※（　　）は20名以上の団体料金

毎月第1月曜日はコレクション展示
室無料の日

5月の開館時間
　午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
　午前10：00～午後7：00

5月の休館日は
14日（月）～16日（水）

鋭角からの円－Rising Sun　えいかくからのえん・らいじんぐさん　昭和52年（1977）　縦160.3	×	横257.5（cm）油彩・キャンバス
勝本冨士雄　かつもとふじお　大正15年（1926）～昭和59年（1984）

所蔵品紹介224

　

石
川
県
七
尾
市
に
生
ま
れ
た
作
者
は
、
自
由
美
術
協
会
を

経
て
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
協
会
の
設
立
に
参
加
し
、
同
会
の
重
鎮

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
一
貫
し
て
抽
象
画
を
描
き
続
け
、

原
色
の
絵
具
の
た
ら
し
こ
み
や
、
激
し
い
タ
ッ
チ
を
見
せ
る

表
現
主
義
的
な
抽
象
を
経
て
、
こ
の
作
品
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
ク
ー
ル
で
幾
何
学
的
抽
象
、〝
鋭
角
の
雲
シ
リ
ー
ズ
〟
や

〝
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
シ
リ
ー
ズ
〟
に
至
り
ま
し
た
。
ま
た
絵

画
の
み
な
ら
ず
、
金
属
に
穴
や
刻
み
を
入
れ
て
紙
に
プ
レ
ス

し
た
凹
凸
の
激
し
い
版
画
や
、
色
ガ
ラ
ス
の
小
片
に
よ
る
巨

大
な
モ
ザ
イ
ク
壁
画
を
県
内
外
の
公
共
建
築
に
残
す
な
ど
、

多
彩
な
創
作
活
動
を
見
せ
た
石
川
を
代
表
す
る
抽
象
作
家
で

す
。

　

本
作
は
〝
鋭
角
の
雲
〟
と
〝
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
〟
こ
の
二

つ
の
連
作
が
合
わ
さ
っ
た
、
作
者
の
代
表
作
と
い
え
る
大
作

で
す
。
菱
形
と
丸
と
が
交
差
す
る
中
を
薄
い
青
灰
色
の
色
面

で
描
き
分
け
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
赤
や
黄
、
緑
、
青
、
茶
な

ど
の
色
を
配
し
た
画
面
は
、
山
に
た
な
び
く
雲
の
間
に
間
に

陽
光
が
き
ら
め
く
様
を
、
そ
し
て
、
さ
わ
や
か
な
あ
け
ぼ
の

を
連
想
さ
せ
ま
す
。
か
つ
て
、
飛
行
機
の
中
か
ら
み
た
雲
海

の
き
ら
め
き
が
、
鋭
角
シ
リ
ー
ズ
を
生
む
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
で
し
た
。
シ
ャ
ー
プ
な
線
の
組
み
合
わ
せ
で
す
が
、
片

ぼ
か
し
に
塗
り
分
け
ら
れ
た
彩
色
が
柔
ら
か
な
雲
を
巧
み
に

表
現
し
て
い
ま
す
。

　

作
者
は
大
正
十
五
年
一
月
十
日
七
尾
市
に
生
ま
れ
、
戦
前
に

京
都
に
出
て
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
に
学
び
、
須
田
国
太

郎
に
師
事
し
ま
し
た
。
昭
和
二
十
五
年
荒
井
龍
男
ら
の
モ
ダ
ン

ア
ー
ト
協
会
設
立
に
参
加
、
翌
二
十
六
年
に
は
会
員
に
推
挙

さ
れ
、
そ
の
後
、
国
立
近
代
美
術
館
で
開
か
れ
た
「
抽
象
と

幻
想
展
」、「
日
米
抽
象
美
術
展
」
な
ど
、
内
外
の
展
覧
会
に

招
待
さ
れ
る
な
ど
、
具
象
画
家
が
多
い
本
県
出
身
者
に
あ
っ

て
、
抽
象
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

※
五
月
十
三
日
（
日
）
ま
で
第
三
展
示
室
に
て
展
示
し
ま
す
。

次回の展覧会　6月14日（木）～7月16日（月・祝）
会期中無休 国際博物館の日

第2展示室 長谷川等伯とその周辺

第5展示室 染める絵画
－成竹登茂男・堀友三郎－

第6展示室 今様絵合
－近現代日本画に遊ぶ－

　国際博物館会議（ICOM）に
より、毎年5月18日は「国際博
物館の日」を提唱されています。
今年の世界共通テーマは「変容
する世界と博物館」です。
　当館では当日の5月18日（金）
はコレクション展示室（第1・2
展示室、前田育徳会尊經閣文庫
分館）の入場を無料とします。




